
402

ロシアの暴挙が止まりません。少なくともこの原稿
を書いている 3月の半ば過ぎの話ですが。いったい，
2022 年の年頭にこのような事態に陥ることを誰が予
想できたでしょうか。「プーチンの思考回路にもとづ
けば想定内のことでした」と一部の政治アナリストは
言うかもしれませんが。子供の頃（といっても中学 3
年生）からムソルグスキーの組曲「展覧会の絵」の中
に「キエフの大門」なる曲があることは知っていまし
たが（といってもクラシックとしての知識ではなく，
プログレロック由来），そのキエフを首都とする国の
惨状を映し出すTV画面はとても現代のそれとは思
えません。
しかし，です。ウクライナへの侵攻が始まった当
初，あるコメンテーターが述べていましたが，今回は
たまたま距離的にも西欧に近い，しかも西欧社会に寄
り添おうとしている白人社会に対してあのロシアが襲
いかかったから衝撃の出来事として我々に大きなイン
パクトを与えているものの，考えてみればチェチェン
は言うに及ばず中東やアフリカでも同じような侵略は
つい最近も起こっていたわけで，それらについては詳

細な情報や映像が届いていないから我々のセンサーに
はあまり響いてこなかっただけで，事の本質はあまり
変わらないのでは，とのこと。いずれにしても国際社
会は微妙なバランスのもとにかろうじて平衡を保って
いるだけで，実は非常にフラジャイルなものであるこ
とを改めて思い知らされることになりました。
さて，今回の特集では昨年のノーベル生理学・医学

賞の受賞で一躍話題となったTRPチャネルを軸に，
眼組織に関わる最新の研究成果をわかりやすく解説し
ていただいています。眼科領域だけでもTRPチャネ
ルがこれほど関わっていたことを勉強させていただく
良い機会となりました。TRPチャネルを制御する新
薬の開発によって水晶体の恒常性，特に核硬化の抑制
に繋がる点眼薬が登場すれば，今もパソコンから距離
を遠ざけつつキーボードを打つ不自由から解放される
でしょうか。それよりも多焦点レンズか適度の近視に
術後屈折度数を設定した単焦点レンズを用いた白内障
手術を受けるほうが先でしょうか。前者に期待したい
ところです。
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